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航空危険物規則書第 57 版（2016 年 1 月 1 日発効）への訂正、追加

IATA Dangerous Goods Regulations 57th Edition Effective 1 January 2016
ADDENDUM Posted 19 January 2016 の邦訳

IATA 危険物規則書の利用者は、2016年 1 月 1日発効の第 57 版に対する下記の変更内容に

留意されたい。

変更または訂正箇所は、それと判別できるよう取り消し線と網掛けで表示した。なお、頁

数はすべて JACIS 版航空危険物規則書の頁数を表している。

政府例外規定の新規または訂正(2.8.2)

2.8.1.3 のリストに以下を追加する。

フランスの後に        ガーナ    GHG

インドの後に         インドネシア IDG

新規追加 GHG – ガーナ (Ghana)

GHG-01 ガーナ民間航空局法律(Ghana Civil Aviation Authority Legislation)は、すべ

ての分類の危険物輸送が ICAO の航空による危険物の安全輸送に関する技術指針、IATA 危

険物規則およびガーナの航空（安全）規則[L.I.2000]Part18 に従って行われることを要求

する。

GHG-02 ガーナ民間航空局法律は、ガーナ民間航空局からの許可証が伴っており、その許

可証に記載された条件に従っている場合を除き、次の品目の航空機による輸送を明確に禁

止する。

・武器および弾薬

・火薬類、運航のために航空機に搭載する必要があるものを除く

・毒性ガス
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・病毒を移しやすい物質

・放射性物質、放射性同位元素および類似した物質

GHG-03 ガーナ発/着/通過の兵器、弾薬およびすべての種類の火薬類の輸送は国家安全保

障局（内務省）(National Security (Minisry of Interior))およびガーナ民間航空局から

取得した許可証を必要とする。

GHG-04 運航者は、GCAA に指示された場合はいつでも、未引き取りの危険物、損傷した危

険物および/または漏洩している危険物を荷受人および荷送人と調整して発地国に返送す

る責任を負う。

すべての申請は下記によって管理される。

The Director-General

Ghana Civil Aviation Authority

Private Mail Bag

Kotoka International Airport

Accra, GHANA

Telephone: +233(0)302-776171

Fax: +233(0)302-773293

Sita: ACCIYX;AFTN:DGAAFYX

email: info@gcaa.com.gh

Website: www.gcaa.com.gh

新規追加 IDG – インドネシア (Indonesia)

IDG-01 インドネシアを発着、または通過して危険物の輸送を行いたい運航者は、民間航

空局長、航空安全局長(Directorate of Civil Aviation c.q Directorate of Aviation 

Security)から危険物免許を取得しなければならない。すべての申請は所定の書式で作成さ

れ、インドネシア航空輸送危険物当局に提出されなければならない。

IDG-02 インドネシア領空を通過して区分 1.4を除く第１分類（火薬類）、区分 6.2（病毒

を移しやすい物質）および第 7 分類（放射性物質）の危険物輸送を行いたい運航者は、イ

ンドネシアの航空輸送危険物当局(National Authority for Dangerous Goods Transported 

by Air)に通知しなければならない。
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運航者例外規定の新規または訂正 (2.8.4)

2.8.3.4 のリストに以下を追加する。

・アトラスジェット航空(Atlasjet Airlines)の後に           ：アトラスジェットウクライナ（Atlasjet Ukraine）  UH

・ガルーダインドネシア航空（Garuda Indonesia）の後に  ：ゴル航空（GOL Airlines）                            G3

・ジェットスターアジア（Jetstar Asia）の後に           ：ジェットスタージャパン（Jetstar Japan）          GK

・ジェットスタージャパン（Jetstar Japan）の後に      ：ジェットスターパシフィック（Jetstar Pacific）BL

訂正 3K （ジェットスターアジア）

3K-03 新品または使用済みの内燃機関エンジンの旅客手荷物による輸送は受託しない。

すべての新品および使用済み内燃機関エンジンの輸送については、運航者の許可が要求さ

れる（2.3.5.15 参照）。

3K-05 混載貨物の中の危険物は、非危険物貨物の冷却材として使用する場合の 1 機当た

り最大 145 kg までの UN 1845 固形二酸化炭素/ドライアイスの場合を除き、輸送を受託し

ない。

貨物として輸送される危険物はジェットスターアジア航空機での輸送は受託しない。

以下の物は例外とする：

・最新の IATA 危険物規則書に合致して輸送するよう準備された航空機の部品や備品：およ

び

・非危険物貨物の冷却材として使用する場合の 1 機当たり最大 145kg までの UN 1845 固形

二酸化炭素/ドライアイス。

訂正 4C （ランコロンビア）

4C-08 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として

旅客機への搭載は禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

リチウム電池 UN 3480、SectionⅡ

・旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されるリチウム電池（表 2.3.A

参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池、

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時のみ、旅客機での輸送が受託さ

れる。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラベ

ルが貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望ま

しい。
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新規追加

4C-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ

レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ

ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 4M（ランアルヘンティナ航空）

4M-08 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として

旅客機への搭載は禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・リチウム電池 UN 3480、SectionⅡ

・旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されるリチウム電池（表 2.3.A

参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池、

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時のみ、旅客機での輸送が許可

される。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラベ

ルが貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望ま

しい。

新規追加

4M-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ

レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ

ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 5X（ユナイテッドパーセルサービス）

5X-07 ここで特定した品目には、以下の制限が適用される。

UN 3480 リチウムイオン電池で包装基準 965 の SectionⅡに従って準備されたものは、旅客

機での輸送が禁止されている事から、輸送経路によっては荷送人に戻されることが必要と
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なる場合がある。詳細については、UPS.com を参照されたい。

・改修されたリチウム電池、または機器と一緒に包装され、もしくは機器に内蔵された改

修されたリチウム電池の貨物は、UPS の航空危険物部（UPS Air Dangerous Goods 

Department – SDF）により、特に認められた場合を除き受託しない。

・特別規定 A88、A99 または A183 の使用を要するいかなる UPS の航空サービス（UPS 小口

貨物、UPS エアフレートサービスまたは UPS エアカーゴサービスを含む）でのリチウム

電池の輸送は UPS Air Dangerous Goods Department（SDF）の事前認可を取得しなけれ

ばならない。

・UPS 小口貨物については、UN 3171、電池で駆動する乗り物（Battery-powered vehicle）

は下記の条件でのみ受託する。

― 旅客機での量のみ；CAOとしては受託しない。

― 貨物は最大総重量 30kg までに制限される。

― リチウム電池または UN 3480 または UN 3090 として個別に分類されたリチウム電池

を含む乗り物。乗り物の中に含まれる電池は最大正味量 5kg に制限される。

― UN3171 リチウム電池で作動する貨物について、UPS は追加のマーキング“Contains 

Lithium Batteries”を要求している。このマーキングは 7.1.4.4.1 に述べられた要

件に合致していなければならず、また正式輸送品目名のマークの近くになければな

らない。

― 防漏型湿式電池または UN 2800 として個別に分類された防漏型湿式電池を含む乗り

物。乗り物の中に含まれる電池は最大正味量 25kg に制限される。

・UN 3171、電池で駆動する乗り物（Battery-powered vehicle）で、欠陥のあるまたは損

傷した電池を含むものは UPS で受託しない。

・UN 3077、その他の固体の環境有害物質（Environmentally hazardous substance, solid, 

n.o.s.）の貨物はいかなる UPS の航空サービス（UPS 小口貨物、UPS フレートエアサービ

スまたは UPS エアカーゴサービスを含む）においても中型容器（Intermediate Bulk 

Containers (IBCs)）に収納されている場合は、受託しない。

・UN 2807、磁性物質（Magnetized materials）の貨物で、包装物のいかなる表面からも

4.6 ｍの距離で測定した磁界強度が 0.00525 ガウスを超えるものは、UPS のサービスで

は受託しない。（UPS小口貨物サービス、UPS フレートエアサービスまたは UPS エアカー

ゴサービスを含む）

・米国外の発地および/または着地における UN 3245、遺伝子組換え生物（Genetically 

modified organisms ）、 ま た は 遺 伝 子 組 換 え 微 生 物 （ Genetically modified 

micro-organisms）は、UPS 小口貨物サービスとして、受託しない。UPS航空貨物につい

ては、関係国での貨物の輸入または経由についての可否を確認する為、ケースバイケー

スの承認が必要となる。
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訂正 AA（アメリカン航空）

AA-03 水銀気圧計（Mercurial barometers）は、IATA 規則書の Section 2.3.3.1 で認め

られた者を除き、受託手荷物または機内持ち込み手荷物としても輸送は受託しない

（2.3.3.1 参照）。

AA-07 UN 3480、リチウムイオン電池、包装基準 965 の輸送は受託しない。

（例外：AA Stores から供された社用品 (COMAT) の部品および補給品）

AA-08 包装基準966、967、969および970の SectionⅡのリチウム電池の包装物の個数は、

航空貨物運送状に記載しなければならない。

包装基準 966、967、969 および 970 の SectionⅡのリチウム電池を提出する場合、荷送人

は必ず電池の個数と包装物の個数を記載しなければならない。複数の包装基準の Section

Ⅱのリチウム電池を提出する場合、荷送人は必ず電池の個数と包装基準ごとの包装物の個

数を記載しなければならない。オーバーパックまたは SLAC の SectionⅡのリチウム電池を

提出する場合、荷送人は電池の個数とオーバーパックまたは SLAC それぞれの包装物の個数

を記載しなければならない。この情報は航空運送状または別個の書類に表示されなければ

ならない。

訂正 AC（エアカナダ）

AC-06 包装基準 965 966－967、696 969 および 970 SectionⅡのリチウム電池の包装物の

個数は、航空貨物運送状に表示しなければならない。

新規追加

AC-07 2016 年 3 月 1 日より、エアカナダは包装基準 965 の SectionⅡに従って貨物とし

て準備された UN 3480、リチウムイオンまたはリチウムポリマーの単電池および組電池を

受託しない。UN 3480、リチウムイオンまたはリチウムポリマーの単電池および組電池のす

べての委託貨物は包装基準965のSectionⅠAまたはⅠBに従って輸送のために提供されな

ければならない。

AC-08  UN 3171、リチウムイオン電池で駆動する、電池で駆動する乗り物（Battery-powered 

vehicle）は以下の追加的要件に合致しなければならない。

・その乗り物がリチウムイオン電池で駆動することの表示および各乗り物内のリチウムイ

オン電池の正味重量を危険物申告書の“取り扱い注意”欄に追加しなければならない。

・乗り物には偶発的な作動を防止する有効な手段が備えられていなければならない。

乗り物から取り外され、同一の外装容器内に乗り物とは別に包装されたリチウムイオン

電池は UN 3481、機器と共に包装されたリチウムイオン電池(Lithium ion batteries

packed with equipment)として輸送に供されなければならず、包装基準966 が適用され

なければならない。
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訂正 AS（アラスカ航空）

新規追加

AS-13 UN 3480 リチウムイオン単電池および組電池（リチウムポリマー電池を含む）は、

アラスカ航空の旅客機で貨物として輸送することは禁止される。この規定は包装基準 965

の SectionⅠA、ⅠB および SectionⅡに適用する。包装基準 965 に従って準備された輸送

は、アラスカ航空の貨物専用機の便に限定される。

例外：包装基準 965 に従って、アラスカ航空の社用品(AAG COMAT)として準備された UN 3480

リチウムイオン単電池および組電池（リチウムポリマー電池を含む）は、アラスカ航空ま

たはホライゾン航空の補給部門によってまたは補給部門へ輸送される場合アラスカ航空の

旅客機に搭載することが許可される。

訂正 AY（フィンランド航空）

新規追加

AY-05 UN 3480 リチウムイオン電池。二次（充電式(rechargeable)）のリチウムイオン

単電池および組電池はフィンランド航空で貨物として輸送することは禁止される。この規

定は包装基準 965 の SectionⅠA、ⅠBおよび SectionⅡに適用する。

新規追加 BL （ジェットスターパシフィック）

BL-01 貨物として委託される危険物は、ジェットスターパシフィックのどんな航空機で

も輸送を受託しない。

訂正 EK（エミレーツ航空）

EK-02 以下の危険物はエミレーツ航空として貨物での輸送は受託しない。

・包装基準 968 の SectionⅠA、ⅠB およびⅡに従い準備されたリチウム合金単電池および

組電池を含む UN 3090 リチウム金属単電池および組電池。この禁止要件には、特別規定

A88、A99 に従い承認の下輸送されるリチウム金属電池および A201 の承認の下適用免除

として輸送されるものも含まれる。

・包装基準 965 の SectionⅠA、ⅠB およびⅡに従い準備されたリチウムポリマー単電池お

よび組電池を含む UN 3480 リチウムイオン単電池および組電池。この禁止要件には、特

別規定 A88、A99 に従い承認の下輸送されるリチウム金属イオン電池も含まれる。

注：

リチウム電池の禁止要件は、旅客または乗務員が携行する危険物の規定でカバーされる

リチウム電池（充電可および充電不可）には適用しない（2.3.2 から 2.3.5および表 2.3.A

参照）。
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・UN 2809 水銀

訂正 ES（ディー・エイチ・エル・アヴィエーション EEMEA）

ES-01 DHL Aviation EEMEA（DHX）で輸送される危険物貨物は、輸送に供される前に

Regional Restricted Commodities Group−DHL Express MENA Europe Headquarters による

事前手配と承認がある場合のみ受託する。

Regional Restricted Commodities Group – DHL Express MENA

Tel: +49 （0） 341 4499 4949

Fax: +49 （0） 341 4499 88 4942

e-mail: rcgmena@dhl.com rcgalert@dhl.com

訂正 FJ（フィジー航空）

新規追加

FJ-03 UN 3480 リチウムイオン電池は貨物として許可されない。この規定は包装基準 965

の SectionⅠA、ⅠBおよび SectionⅡに適用する。

新規追加 G3（ゴル航空）

G3-01 これらの分類のものは事前の承認および航空会社との事前手配がない限り輸送を

受託しない。

・第 1 分類 火薬類

・第 2 分類 ガス類

・第 3 分類 引火性液体

・第 4 分類 可燃性個体、自然発火性物質、水と接触すると引火性ガスを発生する物質

・第 7 分類 放射性物質

許可の要請は、事前に電子メールで下記のアドレスに送信されなければならない。

email: gr-controledequalidadecgo@voegol.com.br

注：ゴル航空についての最新の情報および制限は下記のウェブサイトで見つけることがで

きる。

http://vegol.com.br

G3-02 病毒を移しやすい物質は下記に従って事前手配がされることを条件に受託する。

・荷送人は輸送物が輸送のために法律的に認められ、すべての関係国の必要要件に合致し

ているという証拠を提出しなければならない。

・荷送人は輸送物が生物由来物質カテゴリーB の基準に合致しているという医師、科学者

またはそれと同等の専門家によって署名された証明書を航空会社に送付しなければなら

ない。

感染した動物は輸送を受託しない。
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G3-03 航空郵便で輸送される危険物は受託しない。

G3-04 荷送人は、輸送されるすべての危険物に関し、危険性、特性および事故または軽

微な事故の際に取るべき行動についての知識を有する個人の 24 時間緊急時電話番号を提

出しなければならない。国番号およびエリアコードを含むこの電話番号は、“Emergency 

Contact”または“24-hour number”の文言に続いて、危険物申告書の“その他の取り扱い

注意（Additional Handling Information）”欄に記入しなければならない(8.1.6.11 およ

び 10.8.3.11 参照)。

この電話番号は以下には要求されない。

・2.7 で説明された少量危険物

・ドライアイス

・消費者向け商品

G3-05 危険物は非危険物と混載してはならない。

G3-06 核分裂物質は輸送を受託しない。

G3-07 UN 3480（リチウムイオン電池）、UN 3090（リチウムメタル電池）および UN 3091

（機器に組み込まれたまたは機器と共に包装されたリチウムメタル電池）は航空会社の旅

客機による貨物としての輸送を禁止する。この禁止は包装基準 966 または 967 に合致した

機器に組み込まれたまたは機器と共に包装されたリチウムイオン単電池および組電池（UN 

3481）には適用しない。リチウムイオン電池を含む電子タバコはゴル航空機での貨物とし

ての輸送を禁止する。

訂正 GA（ガルーダインドネシア航空）

GA-04 物質の分類または識別に関して、少しでも疑いが生じた場合、荷送人はガルーダ

インドネシア航空またはその代表者の要求によりその物質の製品安全データシート(MSDS)

を提供しなければならない。MSDS には国連番号、必要な場合には包装等級、正式輸送品目

名とすべてのその他の輸送に関係する情報を含めなくてはならない。

製品安全データシート（MSDS）は第 7分類の危険物、乗り物、機器または機械およびエン

ジン内の危険物、ID 8000、磁性物質、固形二酸化炭素（ドライアイス）および区分 6.2

を除く危険物に対して、提供されなければならない。MSDS は英語で書かなければならない。

MSDS には国連番号、正式輸送品目名と他の輸送に関係する情報を含めなくてはならない。

新規追加

GA-11 規定の適用が免除されない限り輸送禁止の危険物は、輸送を受託しない。

GA-12 ガルーダインドネシア航空国際線に乗って受託手荷物として弾薬を輸送すること

は許可されない。

GA-13 身に付けることが許可された医療に必要なガス状の酸素または空気のシリンダー

は、ガルーダインドネシア航空が提供する。旅客が自身の酸素ボトルを使用することは認
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められない。旅客の酸素ボトルは承認が得られた後機内持ち込みおよび受託手荷物として

輸送することができる。

GA-14 回収容器は輸送を受託しない。

新規追加 GK （ジェットスタージャパン）

GK-01 （空欄）

GK-02 区分 4.1 の可燃性固体。乗客および乗務員は、個人で使用する目的でブックマッ

チ（book match）を航空機に持ち込むことを禁止する。ブックマッチは危険物貨物として

適正に梱包され、申告された場合に限り許可される（2.3.5.6 参照）。

GK-03 新品または使用済みの内燃機関は旅客の手荷物としての輸送は受託しない。

GK-04 医療に必要なガス状の酸素または空気のシリンダーは、機内持ち込み手荷物とし

ての場合に限り受託する（2.3.4.1 参照）。

GK-05 UN 3090 の輸送、リチウムメタル単電池および組電池はジェットスター航空機で

の輸送を禁止する。この規定は包装基準 968 の SectionⅠA、ⅠB および SectionⅡに適用

する。

この禁止から適用免除される輸送は以下のとおりである。

・UN 3091、リチウムメタル単電池および組電池が包装基準 969 および 970 に従って機器と

共に包装されまたは機器に組み込まれている場合。

・UN 3481、リチウムイオン単電池および組電池が包装基準 966 および 967 に従って機器と

共に包装されまたは機器に組み込まれている場合。

・リチウム電池が旅客または乗務員が携行する危険物の規定に従って輸送される場合。

GK-06 UN 3480 の輸送 - リチウムポリマー電池を含むリチウムイオン単電池および組電

池はジェットスター航空機で貨物としての輸送を禁止する。これは包装基準965のSection

ⅠA、ⅠB およびⅡに適用する。

この禁止から適用免除される輸送は以下のとおりである。

・A.O.G 予備品として出荷される UN 3480 リチウムイオン電池（リチウムポリマー電池を

含む）。

―“A.O.G Spares”の文言が危険物申告書の“Additional Handling Information”欄ま

たは危険物申告書が要求されない場合には航空貨物運送状の“Handling Information”

か“Nature and Quantity of Goods”欄に記載されなければならない。

・緊急救命装置（他の輸送手段が使用できない場合）として出荷される UN 3480 リチウム

イオン電池（リチウムポリマー電池を含む）。

―“Urgently required to Support Life-Saving Devices”の文言が危険物申告書の

“Additional Handling Information”欄または危険物申告書が要求されない場合には

航空貨物運送状の“Handling Information”か“Nature and Quantity of Goods”欄

に記載されなければならない。
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上記の適用免除される輸送は以下でなければならない。

・それぞれ正味量 100 kg 以下であること

・危険物規則書の関連部分に従っていること（たとえば使用される場合、危険物申告書）

・1 航空機当たりの合計重量が 100 kg以下であること

・クラス C貨物室に搭載すること（下部貨物室のみ）

訂正 JJ（タム航空）

JJ-08 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として

旅客機への搭載は禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・リチウム電池。UN 3480 の SectionⅡ

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（表 2.3.A 参照）。

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池。

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時、旅客機での輸送が許可され

る。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-9967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラ

ベルが貼付された包装物の個数が、航空運送状の品物の性質欄に追加されることが望まし

い。

新規追加

JJ-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ

レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ

ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 JQ（ジェットスター航空）

新規追加

JQ-05 UN 3090 の輸送、リチウムメタル単電池および組電池はジェットスター航空機で

の輸送を禁止する。この規定は包装基準 968 の SectionⅠA、ⅠB および SectionⅡに適用

する。

この禁止から適用免除される輸送は以下のとおりである。

・UN 3091、リチウムメタル単電池および組電池が包装基準 969 および 970 に従って機器と
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共に包装されまたは機器に組み込まれている場合。

・UN 3481、リチウムイオン単電池および組電池が包装基準 966 および 967 に従って機器と

共に包装されまたは機器に組み込まれている場合。

・リチウム電池が旅客または乗務員が携行する危険物の規定に従って輸送される場合。

JQ-05 から変化して存続する JQ-06 の訂正は以下のとおり

JQ-0506 UN 3480 の輸送 - リチウムポリマー電池を含むリチウムイオン単電池および組

電池はジェットスター航空機で貨物としての輸送を禁止する。これは包装基準 965 の

SectionⅠA、ⅠB およびⅡに適用する。

この禁止から適用免除される輸送は以下のとおりである。

・A.O.G 予備品として出荷される UN 3480 リチウムイオン電池（リチウムポリマー電池を

含む）。

―“A.O.G Spares”の文言が危険物申告書の“Additional Handling Information”欄ま

たは危険物申告書が要求されない場合には航空貨物運送状の“Handling Information”

か“Nature and Quantity of Goods”欄に記載されなければならない。

・緊急救命装置（他の輸送手段が使用できない場合）として出荷される UN 3480 リチウム

イオン電池（リチウムポリマー電池を含む）。

―“Urgently required to Support Life-Saving Devices”の文言が危険物申告書の

“Additional Handling Information”欄または危険物申告書が要求されない場合には

  航空貨物運送状の“Handling Information”か“Nature and Quantity of Goods”欄

に記載されなければならない。

上記適用免除される輸送は以下でなければならない。

・それぞれ正味量 100 kg 以下であること

・危険物規則書の関連部分に従っていること（たとえば使用される場合、危険物申告書）

・1 航空機当たりの合計重量が 100 kg以下であること;および

・クラス C貨物室に搭載すること（下部貨物室のみ）。

訂正 KC（アスタナ航空）

KC-01 荷送人は、輸送される危険物申告書を必要とする危険物（それぞれ）に関し、危

険性、特性および事故または軽微な事故の際に取るべき行動についての知識を有する個人/

機関の 24 時間緊急時電話番号を提出しなければならない（8.0.1 参照）。国番号およびエ

リアコードを含むこの電話番号は“Emergency Contact”または“24-hour number”の文言

に続いて、危険物申告書のできれば“取り扱い注意（Additional Handling Information）”

欄に、例えば、Emergency Contact +47 67 50 00 00と記入しなければならない（8.1.6.11

および 10.8.3.11 参照）。

24 時間緊急時電話番号は危険物申告書を必要としない貨物には要求されない。
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KC-02 以下の分類/区分の危険物は、輸送を受託しない。アスタナ航空本社の事前許可な

しに受託する。

・第 1 分類、（DGR 2.3 によって認められている）区分 1.4S の手荷物の弾薬のみを除く火

薬類（DGR 2.3 によって認められている）

・区分 2.2の非引火性、非毒性ガス

・第 3 分類、引火性液体

・第 8 分類、腐食性物質 区分 6.2 病毒を移しやすい物質

・第 9 分類、その他の有害物件 第 7分類 放射性物質

すべての他の分類および区分の輸送については、事前に現地貨物販売事務所および/または

アスタナ航空貨物販売本部（E-mail: cargo@airastana.com）の事前承認を必要とする。に

事務所営業時間内に連絡すること。

KC-04 （空欄）Fokker-50 型機による危険物の輸送は禁止される。

KC-05 （空欄）連絡可能な荷受人の電話番号およびファクシミリ番号を航空貨物運送状

に記載しなければならない。

KC-07 （空欄）すべての危険性ラベルは危険性の特性を示す文言が含まれていなければ

ならない（図 7.3.A から図 7.3.W、図 7.4.A および 10.7.7 参照）。

新規追加

KC-13 包装基準 965 の SectionⅠA、ⅠB およびⅡに従って包装されたリチウムイオンま

たはリチウムポリマーの単電池および組電池、UN 3480 はアスタナ航空機による貨物とし

ての輸送は禁止される。

訂正 KL (KLM オランダ/シティホッパーB.V. 航空)

KL-06 UN 3480 リチウムイオン電池は下部貨物室の ULD（ユニットロードディバイス）に

搭載されなければならない。このため包装基準965 SectionⅡに従って準備された UN 3480

リチウムイオン電池を収納した ULD で、荷送人により積みつけられたものが 9.1.4.1(g)で

許可される場合、下部貨物用 ULD として輸送に供されなければならない。

訂正 KQ (ケニヤ航空)

KQ-09 一次（充電不可）リチウム金属組電池および単電池、UN 3090 および UN 3091 は

貨物機専用(CAO)でのみ輸送される。

この禁止は、以下には該当しない。

(a)旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されたリチウム電池（表

2.3.A 参照）。

(b)人道的理由で輸送される医療機器に組み込まれたリチウム金属組電池および単電池。
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訂正 L7（LANCO-リネア・アエレア・カーグエラ・デ・コロンビア）

L7-08 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として旅

客機では禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・SectionⅡの UN 3480 リチウム電池

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（表 2.3.A 参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池。

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時、旅客機での輸送が許可され

る。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラベ

ルが貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望ま

しい。

新規追加

L7-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ

レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ

ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 LA（ラン航空）

LA-16 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として旅

客機では禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・SectionⅡの UN 3480 リチウム電池

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定に適用されるリチウム電池（表 2.3.A 参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池。

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時、旅客機での輸送が許可され

る。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡ従ってリチウム電池取り扱いラベル

が貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望まし

い。

新規追加

LA-17 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ
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レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ

ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 LH（ルフトハンザ航空/ルフトハンザ貨物航空）

LH-02 空欄

混載の中の危険物の輸送は受託しない。ただし、以下の貨物を除く。

・冷却材として使用される UN 1845 固形二酸化炭素（ドライアイス）を含む混載

・1 ハウスの航空貨物運送状が付いた混載

・同一の荷送人で、1 ハウス以上の航空貨物運送状が付いた混載

（1.3.3、8.1.2.4、9.1.8 および 10.8.1.5 参照）

LH-08

以下の制限がリチウムイオンおよびリチウム金属電池に適用される。

1．包装基準 965 の SectionⅡに従って準備された UN 3480 リチウムイオン電池および包装

基準 968 の SectionⅡに従って準備された UN 3090 リチウム金属電池は貨物としての輸

送は受託しない。

2．以下の包装基準 965 SectionⅠA およびⅠB に従って準備された UN 3480 リチウムイオ

ン電池を収納したすべての貨物(Consignments)は旅客機では貨物(Cargo)として禁止さ

れ、る。UN 3480 のすべての貨物は包装物に貨物機専用ラベルが貼付され、貨物機専用

（CAO Cargo Aircraft Only）として表示されていなければならない。

・UN 3090 包装基準 968 の SectionⅠA およびⅠBに従って準備されたリチウム金属電池

・UN 3091 包装基準 969 の SectionⅠに従って準備された機器と共に包装されたリチウム

金属電池

・UN 3091 包装基準 970 の SectionⅠに従って準備された機器に組み込まれたリチウム金

属電池

・UN 3480 包装基準 965 の SectionⅠA およびⅠBに従って準備されたリチウムイオン電

  池

・UN 3481 包装基準 966 の SectionⅠに従って準備された機器と共に包装されたリチウム

イオン電池

・UN 3481 包装基準 967 の SectionⅠに従って準備された機器に組み込まれたリチウム金

属電池

3．以下の包装基準 968 の SectionⅠA およびⅠB に従って準備された UN 3090 リチウム金



16

属電池を収納したすべての貨物(Consignments)は、本規則書で定めるとおり貨物機専用

（CAO）として受託する旅客機および貨物機に貨物(cargo)として許可される。

これら制限は、以下のものには適用しない。

・UN 3481 包装基準 966 SectionⅠおよびⅡに従って機器と共に包装されたリチウムイオン

電池

・UN 3481 包装基準 967 SectionⅠおよびⅡに従って機器に組み込まれたリチウムイオン電

池

・UN 3091 包装基準 969 SectionⅠおよびⅡに従って機器と共に包装されたリチウム金属電

池

・UN 3091 包装基準 970 SectionⅠおよびⅡに従って機器に組み込まれたリチウム金属電池

訂正 LP（ランペルー）

LP-08 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として

旅客機では禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・SectionⅡに該当する UN 3480 リチウムイオン電池

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（表 2.3.A 参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池。

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時、旅客機での輸送が許可され

る。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラベ

ルが貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望ま

しい。

新規追加

LP-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド

（パレット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的

バリア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 LU（ランエクスプレス）

LU-08

リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として旅客機で
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は禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・SectionⅡに該当する UN 3480 リチウムイオン電池

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（表 2.3.A 参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池。

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時、旅客機での輸送が許可され

る。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラベ

ルが貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望ま

しい。

新規追加

LU-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ

レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ

ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 LX（スイスインターナショナルエアラインズ）

LX-06

以下の品目は、スイスインターナショナルエアラインズで貨物としての輸送は受託しない。

・UN 3090 Lithium Metal Batteries─PI 968、SectionⅠA、ⅠB およびⅡ

・UN 3090 Lithium Metal Batteries─PI 968, SectionⅠB

・UN 3091 Lithium Metal Batteries packed with Equipment─PI 969、SectionⅠ

・UN 3091 Lithium Metal Batteries contained in Equipment─PI 970、SectionⅠ

・UN 3480 Lithium Ion Batteries─PI 965、SectionⅠA、ⅠBおよびⅡ

・UN 3481 Lithium Metal Batteries packed with Equipment─PI 966、SectionⅠ

・UN 3481 Lithium Metal Batteries contained in Equipment─PI 967、SectionⅠ

包装基準 965 の SectionⅠB、UN 3480のリチウムイオン電池は、スイスインターナショナ

ルエアラインズ本社による認可が要求される。詳しい情報は、最寄りのスイスインターナ

ショナルエアラインズ貨物事務所まで連絡すること。

訂正 M3（アブサカーゴ航空）

M3-08 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として
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旅客機では禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・SectionⅡに該当する UN 3480 リチウムイオン電池

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（表 2.3.A 参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池。

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時、旅客機での輸送が許可され

る。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラベ

ルが貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望ま

しい。

新規追加

M3-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ

レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ

ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 M7（マスエア）

M7-08 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として

旅客機では禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・SectionⅡに該当する UN 3480 リチウムイオン電池

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（表 2.3.A 参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池。

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時、旅客機での輸送が許可され

る。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラベ

ルが貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望ま

しい。

新規追加

M7-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ

レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ
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ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 MN（コムエアー）

新規追加

MN-08 固形二酸化炭素（ドライアイス）、UN 1845 は包装基準 954 に適合している場合、

輸送を受託する。これは MN-01 に規定された会社方針以外のものである。

MN-09 液体の環境有害物質、UN 3082 は包装基準 964 またはＹ964 に適合している場合、

輸送を受託する。これは MN-01 に規定された会社方針以外のものである。

MN-10 生物由来物質カテゴリーB（Biological substance, Category B）、UN 3373 は包

装基準 650に適合している場合、輸送を受託する。これは MN-01 に規定された会社方針以

外のものである。

訂正 MP（マーチンエアー・オランダ）

MP-06 UN 3480 リチウムイオン電池は下部貨物室の ULD（ユニットロードディバイス）に

搭載されなければならない。このため包装基準 965、SectionⅡに従って準備された UN 3480

リチウムイオン電池を収納した ULD で、荷送人により積みつけられたものが 9.1.4.1（g）

で許可される場合、下部貨物用 ULD として輸送に供されなければならない。

訂正 OM (モンゴル航空)

OM-15 機器と共に包装されたまたは機器に組み込まれたリチウム金属およびまたはリ

チウム合金単電池および組電池（UN 3091）は、モンゴル航空便/機に貨物として輸送を禁

止する（包装基準 969 および 970 参照）。

注：

上記の要件は社用品(Company Material)に適用しない。

OM-19 以下のリチウムイオン電池は貨物としての輸送は受託しない。

・リチウムポリマー単電池および組電池も含め、包装基準 965の SectionⅠA およびⅠB に

従い準備された UN 3480 のリチウムイオン単電池および組電池

・包装基準 966 および 967 の SectionⅠに従い準備された UN 3481 のリチウムイオンおよ

びまたはリチウムポリマー単電池および組電池。

注：

上記の要件は MIAT-モンゴル航空社用品（COMAT）には適用しない。
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訂正 PZ (タム・メルコスール）

JACIS 誤植訂正。153 項、タン・メルコスールを タム・メルコスールへ訂正。

PZ-08 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として

旅客機では禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・SectionⅡに該当する UN 3480 リチウム電池

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（表 2.3.A 参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池。

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時、旅客機での輸送が許可され

る。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラベ

ルが貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望ま

しい。

新規追加

PZ-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ

レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ

ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 QK （ジャズ航空）

QK-06 包装基準 965 から 966、967、969 および 970 の SectionⅡのリチウム電池の包装物

の個数は、航空貨物運送状に表示しなければならない。

新規追加

QK-07 2016 年 3 月 1 日発効で、ジャズ航空は UN 3480、包装基準 965 の SectionⅡに従

って準備された貨物としてのリチウムイオンまたはリチウムポリマーの単電池および組電

池を受託しない。UN 3480、リチウムイオンまたはリチウムポリマーの単電池および組電池

のすべての貨物は包装基準965のSectionⅠAおよびⅠBに従って輸送に供されなければな

らない。

QK-08  UN 3171、リチウムイオン電池で駆動する、電池で駆動する乗り物（Battery-powered 

vehicle）は以下の追加的要件に合致しなければならない。

・その乗り物がリチウムイオン電池で駆動することの表示および各乗り物内のリチウムイ



21

オン電池の正味重量を危険物申告書の“取り扱い注意”欄に追加しなければならない。

・乗り物には偶発的な作動を防止する有効な手段が備えられていなければならない。

乗り物から取り外され、同一の外装容器内に乗り物とは別に包装されたリチウムイオン

電池は UN 3481、機器と共に包装されたリチウムイオン電池(Lithium ion batteries

packed with equipment)として輸送に供されなければならず、包装基準966 が適用され

なければならない。

訂正 QR （カタール航空）

QR-07 以下の危険物は貨物としての輸送を受託しない。

・UN 3090―包装基準 968 の SectionⅠA およびⅠB に従って準備されたリチウム合金単電

池および組電池を含むリチウム金属単電池および組電池。包装基準 968 の SectionⅡに

従って準備された UN 3090 は輸送を受託する。

・UN 3480―包装基準 965 の SectionⅠAおよび SectionⅠB に従って準備されたリチウムポ

リマー単電池および組電池を含むリチウムイオン単電池および組電池。包装基準965 の

SectionⅠBおよび SectionⅡに従って準備された UN 3480 は旅客機および貨物機の双方

で受託される。

新規追加 RO (タロム航空)

RO-04 リチウムイオンまたはリチウムポリマーの単電池および組電池、UN 3480 はタロ

ム航空機での貨物としての輸送は禁止される。

これは包装基準 965の SectionⅠA、SectionⅠB および SectionⅡに適用する。

この禁止は以下には適用しない。

・包装基準 969 および包装基準 970 に従った機器と共に包装されたまたは機器に組み込ま

れたリチウム金属またはリチウム合金の単電池および組電池(UN 3091)

・包装基準 966 および包装基準 967 に従った機器と共に包装されたまたは機器に組み込ま

れたリチウムイオンまたはリチウムポリマーの単電池および組電池(UN 3091)

訂正 RV （エアカナダルージュ）

RV-06 包装基準 965から 966、967、969 および 970の SectionⅡのリチウム電池の包装物

の個数は、航空貨物運送状に表示しなければならない。

新規追加

RV-07 2016 年 3 月 1 日発効で、エアカナダルージュは UN 3480、包装基準 965 の Section

Ⅱに従って準備された貨物としてのリチウムイオンまたはリチウムポリマーの単電池およ

び組電池を受託しない。UN 3480、リチウムイオンまたはリチウムポリマーの単電池および

組電池のすべての貨物は包装基準965の SectionⅠAおよびⅠBに従って輸送に供されなけ

ればならない。
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RV-08 UN 3171、リチウムイオン電池で駆動する、電池で駆動する乗り物

（Battery-powered vehicle）は以下の追加的要件に合致しなければならない。

・その乗り物がリチウムイオン電池で駆動することの表示および各乗り物内のリチウムイ

オン電池の正味重量を危険物申告書の“取り扱い注意”欄に追加しなければならない。

・乗り物には偶発的な作動を防止する有効な手段が備えられていなければならない。

乗り物から取り外され、同一の外装容器内に乗り物とは別に包装されたリチウムイオン

電池は UN 3481、機器と共に包装されたリチウムイオン電池(Lithium ion batteries

packed with equipment)として輸送に供されなければならず、包装基準966 が適用され

なければならない。

訂正 SV（サウジアラビア航空）

新規追加

SV-14 以下の危険物はサウジアラビア航空機（旅客機および貨物機）での貨物としての

輸送を受託しない。

・UN 3090-包装基準 968 の SectionⅠA、ⅠB およびⅡに従って準備された、リチウム合金

単電池および組電池を含むリチウム金属単電池および組電池。この禁止は特別規定 A88

および A99 に従った認可および特別規定 A201 に従った適用免除の下で輸送されるリチ

ウム金属電池も含む。

・UN 3480-包装基準 965 の SectionⅠA、ⅠB およびⅡに従って準備された、リチウムポリ

マー単電池および組電池を含むリチウムイオン単電池および組電池。この禁止は特別規

定 A88 および A99 に従った認可の下で輸送されるリチウムイオン電池も含む。

注：

例外：サウジアラビア航空補給所により供された社用品(COMAT)の部品および補給品

訂正 TG (タイ国際航空)

TG-09 包装基準 965 の SectionⅠA、ⅠB およびⅡに従って包装された UN 3480 リチウム

イオン単電池および組電池ならびに包装基準 966 および包装基準 967 の SectionⅠに従っ

て準備された UN 3481 は、タイ国際航空機での貨物としての輸送は受託しない。

新規追加 UA （ユナイテッド航空）

UA-05 UN 3171、電池で駆動する乗り物（Battery-powered vehicle）はユナイテッド航

空による受託はしない。加えて、リチウムイオン電池を含む装置は以下のように受託しな

い。

・特別規定 A21 に規定されたような乗り物の定義に合致するリチウムイオン電池が組み込

まれた装置;



23

・特別規定 A21 に規定されたような乗り物の定義に合致する装置と共に包装されたリチウ

ムイオン電池。

訂正 UC (ランカーゴ)

UC-08 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として

旅客機では禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・SectionⅡに該当する UN 3480 リチウム電池

・旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されるリチウム組電池（表

2.3.A 参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池。

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時、旅客機での輸送が許可され

る。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラベ

ルが貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望ま

しい。

新規追加

UC-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ

レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ

ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック

・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

新規追加 UH（アトラスジェットウクライナ）

UH-01 荷送人は、輸送される危険物それぞれに関し、危険性、特性および事故または軽

微な事故の際に取るべき行動についての知識を有する個人/機関の 24 時間緊急時電話番号

を提出しなければならない。国番号およびエリアコードを含むこの電話番号は“Emergency 

Contact”または“24-hour number”の文言に続いて、危険物申告書のできれば“その他の

取り扱い注意（Additional Handling Information）”欄に、例えば、Emergency Contact +47 

67 50 00 00と記入しなければならない（8.1.6.11 および 10.8.3.11 参照）。

24 時間緊急時電話番号は危険物申告書を必要としない貨物には要求されない。

UH-02 混載の中の危険物は、以下の貨物を除いて輸送の受託をしない。

・冷却材として使用される固形二酸化炭素（ドライアイス）を含んだ混載貨物/混載
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・1 マスターの航空貨物運送状に１ハウスの航空貨物運送状がついたもの

・1 マスターの航空貨物運送状に同一の荷送人から異なった荷受人宛ての１ハウス以上の

航空貨物運送状がついたもの

UH-03 予約および確認が、本規則に定義されたようなすべての危険物貨物に要求される

（1.3.2 および 9.1.2 参照）

Atlasjet Ukraine Cargo:

Tel: +38 044 277 41 41 / +38 044 277 41 41 (ext. 8648)

Fax: +38 044 277 41 41

e-mail: cargo-ua@atlasglb.com

UH-04 製品安全データシート（MSDS）は第 7 分類の危険物、乗り物、機器または機械お

よびエンジン内の危険物、ID 8000、磁性物質、固形二酸化炭素（ドライアイス）および区

分 6.2 を除く危険物に対して、提供されなければならない。MSDS は英語で書かなければな

らない。MSDS には国連番号、正式輸送品目名と他の輸送に関係する情報を含めなくてはな

らない。（8.0.1 および 8.3 参照）

UH-05 火薬類は区分 1.4S の物質および物品を除き輸送を受託しない（包装基準 101－143

参照）。

UH-06 微量危険物は受託しない。

UH-07 第 8 分類、腐食性物質包装等級ⅠおよびⅡの輸送は受託しない（包装基準 800 番

台参照）。

UH-08 第 7分類、放射性物質の輸送は受託しない。

UH-09 以下の品目は、アトラスジェットウクライナの便では受託しない。

・UN 2803―Gallium

・UN 2809―Mercury；および

・UN 3506―Mercury contained in manufactured articles

UH-10 UN 3090 リチウム金属電池。リチウム金属単電池および組電池は、アトラスジェ

ットウクライナ機で貨物としての輸送を禁止する。これは、包装基準 968 の SectionⅠA、

ⅠB および SectionⅡに適用する。

当該禁止は、以下には適用しない。

・包装基準 969 および包装基準 970 に従って機器と共に包装されたまたは機器に組み込ま

れたリチウム金属の単電池および組電池（UN 3091）、および包装基準 965 から包装基準

967 に従ったリチウムイオンの単電池および組電池（UN 3480 および UN 3481）、または

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定によって適用されるリチウム電池（充電可能

および充電不可）（2.3.2 から 2.3.5 および表 2.3.A 参照）。

UH-11 包装基準967または包装基準970の SectionⅡに従って準備された機器に組み込ま

れたリチウム電池の貨物はすべて、航空貨物運送状に SectionⅡに示されたような必須な

文言（“Lthium ion batteries in compliance with SectionⅡ of PI 967” or “Lithium 
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metal batteries in compliance with SectionⅡ of PI 970”）を含まなければならない。

本規定はリチウム電池取り扱いラベルを包装物に貼付する事が要求されない貨物にも適用

される。

UH-12 本規則で定義された危険物は航空郵便で受託しない（2.4 参照）。

訂正 VA（ヴァージン・オーストラリア）

新規追加

VA-04 医療用のために必要な気体酸素または空気シリンダーは機内持ち込み手荷物に入

れてあるかまたは機内持ち込み手荷物としてのみ輸送を受託する。（2.3.4.1 参照）

訂正 XG（サンエクスプレス・ジャーマニー）

新規追加

XG-08 リチウムイオンおよびリチウム金属の単電池および組電池は貨物としての輸送を

受託しない。この禁止は、包装基準 965 から 970 のすべての部分に適用する。

この禁止は旅客または乗務員が携行する危険物の規定によって適用されるリチウム電池

（充電可能および充電不可）には適用しない（2.3.2 から 2.3.5 および表 2.3.A 参照）。

訂正 XL（ランエクアドル）

XL-08 リチウム組電池および単電池、UN 3090、UN 3091 および UN 3480 は、貨物として

旅客機では禁止され、貨物機専用（CAO）でのみ輸送される。

この禁止事項は以下には適用されない。

・SectionⅡに該当する UN 3480 リチウム電池

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（表 2.3.A 参照）

・人道的理由で輸送される医療機器に内蔵されているリチウム金属組電池および単電池。

それらのものはこの条件が記載された書類が提出された時のみ、旅客機での輸送が許可

される。書類は保健機関または当局より発行される。

注：包装基準 965-966-967、968-969-970 の SectionⅡに従ってリチウム電池取り扱いラベ

ルが貼付された包装物の個数が、航空貨物運送状の品物の性質欄に追加されることが望ま

しい。

新規追加

XL-11 プラスチック製ドラムまたはプラスチック製ジェリカンに収納され、スキッド（パ

レット）(skids(pallets)）に載せて供される単一容器内の液体危険物は以下の保護的バリ

ア（barriers）を有していなければならい。

・強固な木製クレートまたはケージ（cage）を伴ったオーバーパック

・頑丈なファイバーボードを伴ったオーバーパック
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・木製スキッドで供される場合、缶をスキッドから保護するファイバーボード層（layer）

がなければならない。

訂正 XQ（サンエクスプレス）

新規追加

XQ-08 リチウムイオンおよびリチウム金属の単電池および組電池は貨物としての輸送を

受託しない。この禁止は、包装基準 965 から 970 のすべての部分に適用する。

この禁止は旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されるリチウム電池

（充電可能および充電不可）には適用しない（2.3.2 から 2.3.5 および表 2.3.A 参照）。
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第 2 章
28 項～29 項、表 2.3.A を以下の通り改定する。

表 2.3.A 旅客または乗務員が携行する危険物についての規定（2.3）
        (Provisions for Dangerous Goods Carried by Passengers or Crew)

搭載位置を機長に通知することが要求されるか

持ち込み手荷物として認められるか

受託手荷物として認められるか

航空会社の認可を必要とするか

Avalanche rescure backpack（雪崩救助用バックパック） 区分 2.2 の圧縮ガスのカートリッジを含ん
だものを 1 人当たり 1 個携行できる。正味 200 mg 未満以下の区分 1.4S を含んだ火工方式の始動装置付
きのものでもよい。そのバックパックは誤作動のないように包装されていなければならない。バックパ
ック内のエアバックは、圧力開放弁を備えていなければならない。

YES YES YES NO

Batteries, spare/loose, including lithium metal or lithium ion cells or batteries（リチウム
金属もしくはリチウムイオンの単電池または組電池を含む予備電池/バラの電池） 携帯電子機器用のも
ので機内持ち込み手荷物してのみ携行しなければならない。動力源が一次目的である物品、例えば携帯
用充電器は予備電池と考えられる。電池は短絡を防ぐため個別に保護されていなければならない。

NO NO YES NO

Heat producing articles（発熱物品） 水中トーチランプ（スキューバダイビング用ライト）および半
田ごてなど。（詳細は 2.3.4.6参照）。

NO
YES

YES YES NO

Lithium Batteries： Portable electronic devices containing lithium metal or lithium ion cells 
or batteries（リチウム電池：リチウム金属もしくはリチウムイオンの単電池または組電池を内蔵した
携帯電子機器） 携帯用酸素濃縮器（POC）のような医療用機器やカメラ、携帯電話、ノートパソコン、
タブレット端末、携帯用充電器等の消費者向け電子機器を含む、個人使用目的で旅客または乗務員が携
行するもの（2.3.5.9 参照）。リチウム金属電池は（リチウム含有量が）2 g を超えてはならず、リチウ
ムイオン電池は（ワット時定格値が）100 Wh を超えてはならない。

NO YES YES NO
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31 項、以下のように修正する。

2.3.5.9 電池を組み込んだ携帯電子機器（医療用機器を含む）（Portable Electronic 

Devices (Including Medical Devices) containing Batteries）

個人使用を目的として旅客または乗務員により携行される、電池（バッテリー）を内蔵し

た携帯電子機器、これには携帯用酸素濃縮器（POC）などの医療用機器や、カメラ、携帯電

話、ノートパソコン（lap-tops）およびタブレット端末携帯用充電器（power banks）など

の消費者向け電子機器が含まれる。これらは機内持込手荷物に入れ携行することが望まし

い。予備の電池は、元々の小売用容器に入れるか、またはそうでなければ、例えばむき出

しの端子をテープで覆うか、または各電池を別々のプラスチック袋あるいは保護的な袋に

入れるなどして端子を絶縁し、短絡を防ぐよう個別に保護をしておかなければならない。

予備の電池は機内持ち込み手荷物に入れたものしか輸送してはならない。さらにリチウム

電池については、以下の条件に従うこと。

(a)個々の機器に組み込まれた電池、または予備電池は、

1．リチウム金属またはリチウム合金の電池については、リチウム内容量が 2 g 以下で

あること。または

2．リチウムイオン電池については、ワット時定格値が 100 Wh以下であること。

(b)組電池および単電池は、UN Manual of Tests and Criteria, Part Ⅲ, subsection 38.3

の要件に合致した型式のものでなければならない。

(c)リチウム金属またはリチウムイオンの単電池あるいは組電池を内蔵した物品で、その主

要な目的が他の機器に電力を供給することであるもの、例えば携帯用充電器（power 

banks）は機内持ち込み手荷物にのみ入れることが許可される。これらの物品は元々の

小売用容器に入れるか、そうでなければ、例えば、むき出しの端子をテープで覆うか、

または各電池を別々のプラスチック袋や保護的な袋に入れるなどして端子を絶縁し、短

絡を防ぐよう個別に保護をしておかなければならない。

(d)リチウム電池を内蔵した電子たばこは機内持ち込み手荷物に入れたもののみが許可さ

れる（2.3.5.17 参照）。

(e)機器を受託手荷物として持ち込む場合、旅客/乗員は不慮の作動を防止する措置を取ら

なければならない。
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第 4 章

4.2 危険物リスト

新しい品目名を以下の通り追加する。

448 項、新規特別規定を追加する。

A210 当該物質は航空輸送禁止である。発地国および運航者の属する国の当局の事前許可

を取得した場合のみそれらの当局が書面により定めた条件で貨物機専用により輸送するこ

とができる。

第 5 章

451 項、以下のとおり修正する。

5.0.1.3 貨物コンテナおよび ULD（ユニットロードディバイス）の使用（Use of Freight 

Containers and Unit Load Devices）

荷送人は危険物が、貨物コンテナまたは ULD（ユニットロードディバイス）の中に入ってい

ないことを確認しなければならない。ただし、以下を除く。

……

(g)包装基準 965、966、967、969、970 の SectionⅡの規定に合致したリチウムイオンまた

はリチウム金属の単電池および組電池

注：4 月 1日より、包装基準 965 の SectionⅡの要件に合致するリチウムイオン単電池およ

びリチウムイオン組電池は運航者に引き渡す前にいかなる貨物コンテナおよび ULD（ユニッ

トロードディバイス）にも積み付けてはならない。

……
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582 項、以下のとおり修正する。

包装基準 492

……

適合性要件

・物質は 5.0.2.6 により要求される容器と適合しなければならない。

・金属製容器は腐食耐性であるかまたは腐食に対する保護を有するものでなければならな

い。

……

追加包装要件

・容器は包装等級Ⅱの性能基準に合致しなければならない。

・単電池は単電池同士および単電池と外装容器の内面との接触を防ぎ、輸送中に外装容器

内で単電池が危険な移動をしないよう確実にするために十分な緩衝材と一緒に外装容器

に包装しなければならない。

・組電池は短絡に対して保護し、そして短絡を防ぐような方法で分離しなければならない。

679～680 項、包装基準 952 を以下のとおり修正する。

包装基準 952

本包装基準は旅客機にて、および貨物機専用として輸送される UN 3171、電池で作動する機

器（Battery-powered equipment）および電池で駆動する乗り物（Battery-powered vehicle）

に適用する。

本包装基準は湿式電池、ナトリウム電池またはリチウム電池を動力とし、この電池が組み

込まれたまま輸送される乗り物および機器に適用する。そのような乗り物および機器の例

は電気自動車、芝刈機、車椅子および他の移動補助機である。内燃機関または燃料電池エ

ンジンを内蔵している乗り物は UN 3166 として出荷されなければならない（包装基準 950

または 951 参照）。

直立（上向き）以外の姿勢で取り扱われる可能性がある場合は、乗り物は下記に表示され

た容器型式のうちの一つの強固で頑丈な外装容器に固定しなければならない。乗り物は、

輸送中上向き姿勢を変更したりまたは乗り物に損傷を生じるいかなる移動をも防ぐよう、

外装容器に固縛できる方法で固定しなければならない。

……

電池を動力とする乗り物、機械または機器は以下の要件に合致しなければならない。

(a)電池（Batteries）。すべての電池は乗り物、機械または機器の電池入れに、しっかり固

定され損傷および短絡を防ぐような方法で保護しなければならない。加えて、

1．非防漏型電池（spilable batteries）が装着されている場合で、乗り物、機械または

機器を取り扱う際に、電池（Batteries）が本来の向きとは異なる状態になる可能性
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がある場合は、電池を外して包装基準 492 または 870 に従い包装すること。

2．リチウム電池（lithium batteries）が装着されている場合、電池は別途発地国の

当局により認可されているのでなければ、3.9.2.6 の規定に合致していなければな

らない。製造業者により、安全上の理由で欠陥がある、または損傷している、ある

いは危険な熱または火災の発生や短絡の可能性があると識別されたリチウム電池

は輸送禁止である。（たとえば安全上の理由で製造者に返送されるものなど。）

また電池は乗り物、機械または機器にしっかりと固定して、破損あるいは短絡が起

きないように保護すること。

……

696 項～699項；包装基準 965を以下のとおり修正する。

包装基準 965

……

SectionⅠA

……

各単電池または組電池は以下でなければならない。

1．3.9.2.6の規定に合致していること。および

2．上記の一般要件に合致していること。および

2016 年 4 月１日より

3．リチウムイオン単電池およびリチウムイオン組電池は、定格容量の 30％以下の充電率

（state of charge）（SoC）で輸送に供しなければならない。30％を超える充電率（SoC）

の単電池および/または組電池は、発地国および運航者の属する国の当局の認可がある場

合のみそれらの当局により設定された書面による条件で輸送されることができる。

注：

定格容量決定のガイダンスと方法は、試験方法および判定基準の国連マニュアル第 5 改

訂版、修正１の Section 38.3.2.3 にて参照できる。

……
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SectionⅠB

リチウムイオン単電池および組電池が 3.9.2.6(a)および(e)の規定に合致すれば輸送に供

することができる。そしてそれらは以下のすべてに合致すること。

1.リチウムイオン単電池については、ワット時定格値が 20 Wh 以下であること。

2.リチウムイオン組電池については、ワット時定格値が 100 Wh 以下であること。ワット時

定格値は、2009 年 1 月 1 日より前に製造されたものを除き、電池ケースの外側にマーキ

ングされなければならない。および

2016 年 4 月 1 日より

3.リチウムイオン単電池およびリチウムイオン組電池は、定格容量の 30％以下の充電率

（state of charge）（SoC）で輸送に供しなければならない。30％を超える充電率（SoC）

の単電池および/または組電池は、発地国および運航者の属する国の当局の認可がある場

合のみそれらの当局により設定された書面による条件で輸送されることができる。

注：

定格容量決定のガイダンスと方法は、試験方法および判定基準の国連マニュアル第 5 改

訂版、修正１の Section 38.3.2.3 にて参照できる。

SectionⅡ

この Section の要件に合致したリチウムイオンの単電池および組電池は、以下を除いて、

本規則の他の追加的な要件の適用を受けない。

(a) 混載貨物に関する危険物の制限（1.3.3.2.3 および 1.3.3.2.6）

(ab) 旅客および乗務員の手荷物に入れられた危険物（2.3）。このような特別に許可された

リチウムイオン電池のみ、機内持ち込み手荷物の中に入れて輸送することが出来る。

(bc)航空郵便に入れられた危険物（2.4）

(d) ユニットロードディバイスの使用（5.0.1.3）

(ce)危険物の事故（accident）、軽微な事故（incident）、およびその他の事象（occurrence）

の報告（9.6.1 および 9.6.2）

……

単電池および組電池は、5.0.2.4、5.0.2.6.1 および 5.0.2.12.1 に適合する強固な外装容器

に包装されなければならない。

2016 年 4 月 1 日より、

リチウムイオン単電池およびリチウムイオン組電池はそれらの定格容量の 30％以下の充電

率（state of charge）（SoC）で輸送に供しなければならない。

注：

定格容量決定のガイダンスと方法は、試験方法および判定基準の国連マニュアル第 5 改訂

版、修正１の Section 38.3.2.3 にて参照できる。
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追加要件 ― SectionⅡ

……

各包装物にはリチウム電池取り扱いラベルが貼付されなければならない（図 7.4.H）。

危険物申告書は要求されない。

2016 年 4 月 1 日より

荷送人はいかなる一件の貨物においても、本 section に従って準備された二つ（2 個）以上

の包装物を輸送に供してはならない。

航空貨物運送状が使用される場合、“Lithium ion batteries in compliance with Section

Ⅱ of PI 965”の文言が航空貨物運送状に含まれなければならない。この文言は、航空貨

物運送状の“品物の性質および量（Nature and Quantity of Goods）”欄に記載することが

望ましい。

SectionⅡの規定に従って準備されたリチウムイオン電池の包装物およびオーバーパック

は、本包装基準の規定を受けない貨物とは別にして運航者に引き渡されなければならなら

ないし、また運航者に引き渡す前にユニットロードディバイスに積み付けしてはならない。

単電池または組電池を輸送のため準備し供しようとする者は、その責任に応じたこれらの

要件に関する適切な指示を受けなければならない。

オーバーパック ― SectionⅡ

2016 年 4 月 1 日より

SectionⅡの要件に従った各包装物一つ（1 個）以下の包装物をオーバーパック内に置くこ

とができる。オーバーパックはまた、それぞれの包装物が互いに危険な反応をする物質を

収納しているのでなければ、危険物または本規則の適用を受けない品物の包装物を収納す

ることができる。オーバーパック内の一つの包装物上のリチウム電池取り扱いラベル（図

7.4.H）が視認できない場合、オーバーパックに“OVERPACK”の語をマーキングし、リチウ

ム電池取り扱いラベルを貼付しなければならない。

注：

SectionⅡの目的上、オーバーパックとは、一荷送人によって行われる、本 section の規定

に従って準備された一つ以下の包装物を含む収納方式をいう。SectionⅠA および/または

SectionⅠB の規定に従って準備された輸送に際しても、オーバーパック当たり SectionⅡ

の包装物は一つというこの制限は依然適用となる。

706 項～707 項；包装基準 968 を以下のとおり修正する。

包装基準 968

……

SectionⅡ

……
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追加要件―SectionⅡ

……

危険物申告書は要求されない。

2016 年 4 月 1 日より

荷送人はいかなる一件の貨物においても、本 Section に従って準備された二つ（2 個）以上

の包装物を輸送に供してはならない

航空貨物運送状が使用される場合、“Lithium metal batteries in compliance with Section

Ⅱ of PI 968”および“Cargo Aircraft Only”または“CAO”の文言が航空貨物運送状に

含まれなければならない。当該文言は、航空貨物運送状の“品物の性質および量（Nature and 

Quantity of Goods）”欄に記載することが望ましい。

……

オーバーパック―SectionⅡ

2016 年 4 月 1 日より

SectionⅡの要件に従った各包装物は一つ（１個）以下の包装物をオーバーパック内に置く

ことができる。オーバーパックはまた、それぞれの包装物が互いに危険な反応をする物質

を収納しているのでなければ、危険物または本規則の適用を受けない品物の包装物を収納

することができる。オーバーパック内の一つの包装物上のリチウム電池取り扱いラベル（図

7.4.H）および貨物機専用ラベル（図 7.4.B）が視認できない場合、オーバーパックに

“OVERPACK”の語をマーキングし、リチウム電池取り扱いラベルおよび貨物機専用ラベル

を貼付しなければならない。

注：

SectionⅡの目的上、オーバーパックとは、一荷送人によって行われる、本 section の規定

に従って準備された一つ以下の包装物を含む収納方式をいう。SectionⅠA および/または

SectionⅠB の規定に従って準備された輸送に際しても、オーバーパック当たり SectionⅡ

の包装物は一つというこの制限は依然適用となる。

711 項；包装基準 970 を以下のとおり修正する。

包装基準 970

……

SectionⅡ

……

追加要件 ― SectionⅡ

単電池または組電池が組み込まれている機器によって同等の保護が供与されないのであれ

ば、機器は、容器の容量およびその意図された用途に応じて十分な強度の適切な材料およ

び設計により製造された強固で頑丈な外装容器内に包装されなければならない。
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JACIS 誤植訂正

「△ 機各包装物には、……」を「△ 各包装物には、……」へ訂正。（「機」を削除）

第 8 章

806 項、JACIS 誤植訂正。

8.1.6.12 証明の文言（Certification Statement）

8.1.6.12.1

・4 行目 「labeled」を「labelled」へスペリングを訂正。

・5 行目 「according to the applicable」を「according to applicable」へ訂正。

     （the を削除）

第 9 章

825 項、以下のとおり修正する。

9.1.4 貨物コンテナおよび ULD（ユニットロードディバイス）の受託（Acceptance of

Freight Containers and Unit Load Devices）

9.1.4.1 運航者は以下のものを除き、危険物を収納した ULD（ユニットロードディバイス）

または貨物コンテナを荷送人から受託してはならない。

……

(g) 包装基準 965、966、967、969、970 の SectionⅡの規定に合致したリチウムイオンまた

はリチウム金属の単電池あるいは組電池

注：2016 年 4 月 1 日より、運航者は包装基準 965 の SectionⅡの規定に合致したリチウム

イオン単電池およびリチウムイオン組電池を収納した ULD（ユニットロードディバイス）ま

たは貨物コンテナを荷送人から受託してはならない。

第 10 章

911 項、JACIS 誤植訂正。

10.8.3.12 証明の文言（Certification Statement）

10.8.3.12.1

・4 行目 「labeled」を「labelled」へスペリングを訂正。

・5 行目 「according to the applicable」を「according to applicable」へ訂正。

     （the を削除）



36

付録 D.1

1004 項、Switzerland を以下の通り訂正する。

付録 D.2

1018 項、Switzerland を以下の通り訂正する。
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付録 E.2

1034 項、China, People’s Republic of に以下を追加する。

1035 項、India に以下を追加する。
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1036 項、以下を追加する。

1037 項、Switzerland を以下の通り訂正する。
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